
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

◆高校生と大学生、双方の県北課題に対する意見を交換することで、様々な視点から考えることができました。 

それにより、自分たちの教育への想いが高まり、岡山大学に合格して先輩たちと共に学びたいと思いました。 

◆この活動を通して自分が教員になったとき、地域とどのように接すればいいのかが少し分かった気がしました。 

 

 

 

勝山高校生の声(Voice)をお届け！！ 

第 ４ 号 勝高Voice 
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岡山県立勝山高等学校 
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URL http://www.katuyama.okayama-c.ed.jp/ 

岡山大学 教育学部学生(地域教育専修)と 

教員志望の勝山高校生による意見交換会 
 

お祭りなどの体験

学習を通して地域

の良さを子どもた

ちに伝えると良い

と思います。 

現役大学生の意見は貴重なので、真剣にメモを取りました。 画面の向こうの岡山大学の方々と最後に記念撮影 

教育学部志望の勝高生 7 名は、事

前に何度も集まり、「県北地域が

抱える教育課題」について議論し

ました。そして、大学生と話し合

いたい議題と、それに対する自分

なりの意見を準備し、当日を迎え

ました。意見交換会では、全員が

積極的に発言をし、活発な意見交

換が行われました。 

 

勝高生が考えた議題 

Q1. 地域創生はなぜ必要なのか？  

Q2. 地域活性化の必要性をどうすれば子どもたちに

伝えることができるか？ 

Q3. 県北地域の良さを生かした教育活動とはどのよ

うなものがあるか？ 

 

先輩方は、地方創生

はなぜ必要だと思わ

れますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演劇で表現力を磨き、『魅力ある教育活動』を実践できる教員に 

講師 「老いと演劇」OiBokkeShi 菅原 直樹 先生

演劇を通して表現する -第 4回- 

【テーマ】コロナ時代を楽しく 

過ごすための企画を考える 

（商品やイベント、行事…） 

【手順】グループで企画 ➡ 企画の発表 

CM(30秒)づくり ➡ CM発表 

表現
2 年 生

実践
学校設定科目

 

チームでアイディアを出し合って 

コロナ時代ならではの企画を考えます。 

コロナガードを付けるとソーシャルデ

ィスタンスを保ったまま楽しめます。 

広告代理店になっ

たつもりで 

他のチームの出し

た企画を使って

CM を作ります♪ 

学んだ演劇を使

って、企画をア

ピールします★ 

未来のビジネスパーソンになるための『基礎』を学ぶ 

講師 岡山情報ビジネス学院 堀尾 優 先生 マナー
1 年 生

講座
ビジネス科

 

すてきなマナー対応が 

できるようになるために 

 

マスク越しでも伝わる笑顔術 

好印象を与える発声法 

誠意が伝わるお辞儀法 

テキストを活用し、大切なことはしっかり

メモを取りながら受講しました。 

美しいお辞儀 

意外と難しいですね・・・ 

            14HR  畝本 拓朗（落合中） 

自分では綺麗にお辞儀ができているつもりでも、頭が下がりすぎている

ことを教えていただきました。ビジネスマナーはすぐに身につくもので

はないので，ビジネス科として，今日学んだことを普段の生活の中で体

に染み込むくらい実践していきたいです。 


